
2019年度は 1件の出前セミナーを実施しました。

連日後を絶たない児童虐待のニュース。今回、埼玉県養護教諭会
の皆さまから、虐待の早期発見や適切な対応を行うために、養護教
諭として知っておくべき事、すべき事についてぜひ学びたいとのお声
がありました。
そこで、長年にわたり子どもたちの心の問題を専門にされてきた奥山
眞紀子先生に「不適切な養育を受けた子どもが抱えるもの」という
テーマで、「不適切な養育とは何か？」や「虐待の歴史」「不適切な
養育を受けた子どもの症状や特徴」、「教育現場として果たすべき役
割」についてお話いただきました。

内容

日　時：2020年 2月 22日（土）13時 30分～15時
場　所：埼玉県立浦和高等学校
テーマ：不適切な養育を受けた子どもが抱えるもの
参加者：埼玉県養護教諭会所属の養護教諭　約 50名

概要 講師

社会福祉法人
子どもの虐待防止センター 理事

奥山  眞紀子先生
Makiko Okuyama

2月 22日（土）出前セミナーの様子
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参加者の声

奥山先生の豊富な知識と経験に基づいた
素晴らしい講演で、本当に勉強になった

養護教諭として“いつでも、何でも話せる
存在になる”というのはとても重要だと思った

学校全体がチームとなって対応することが
大切だと感じた

子どもの権利条約、アタッチメント障害、
トラウマインフォームドケアなど、学んだことを
今後の対応にしっかり活かしていきたい


